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被　　服

目的　消費者の二－ズに対応するため、近年、各社から渦巻式を変化させた多種の洗濯

プログラム（コース）を組み込んだ全自動洗濯機が販売されている。洗濯槽は大容量化さ

れ、被洗物1kg 以下の少量から6  kg以上まで広範囲に適応できるようになっている。そこ
で、本研究では実用条件で洗浄試験を行い、各洗濯コースにおける機械力と洗浄性の関係

を検討した。

方法　市販衣料用洗剤を用いて渦巻式全自動洗濯機（S社,ES-SS65）の5種の洗濯コースで

洗浄した。水流の機械力は、歪ゲージに動歪測定器を接続して測定し、出力電圧を求めて

評価した。また、各種機械力による被洗物のかくはん状態をビデオカメラで観察した。洗

浄1生は、湿式人工汚染布を綿メリヤス肌着に縫いつけ浴比調整布とともに洗浄し、洗浄前

後の汚染布の表面反射率から洗浄率を求めて評価した。洗いムラは、洗濯槽内の上、中お

よび下部の３ヵ所の位置に投入した肌着の汚染布洗浄率の標準偏差で評価した。

結果　機械力は、大物コースが最も強く、±3.5Vで15rpniの速度で15分間反転し、被洗

物は360 °かくはんされる。かくはん角度が減少するにともなって機械力は弱まり、ドラ

イコースでは被洗物はほとんど静止状態である。水量が多くなると、機械力は低下する。

被洗物3  kgまでは洗濯コースによる洗浄性の差は明確である。機械力が強く、洗浄率の高

い大物・おまかせコースでは、3  kgまでは洗いムラが非常に少ない。機械力が弱い他のコ

ースでは2  kgまでは洗いムラが少ない。洗濯槽に投入する際、槽の下部に投入されたもの

は洗浄率が高く、中部に位置した物は洗浄ホが低くなる傾向が認められる。

lKa-7　　　 エイジング時の湿度が被服に付着した油脂汚れの自動酸化並びに洗浄性に及ぼす影響
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【目的 】洗濯による 環境への負荷を軽減す る目 的で まとめ洗いや洗濯液 の繰り返し 使用を

する時，ｴｲｼﾞﾝ ｸﾞ に伴 う洗浄 性 の低 下が懸念 される。 演者らは，皮脂汚れ の変質と洗浄 性の

変化に 及ぼすエイジング 時 の湿 度の影 響につい て知る た め，汚れのﾓ ﾃﾞﾙ とし て7 ード や牛 脂を

用いて一 連の実 験を 行っ てきた。 今回は，ﾗ ﾄーﾞ と牛 脂を混合したﾓ ﾃﾞﾙ 皮脂 を用いて 実験を

行い，こ れまでのﾗｰ ﾄﾞや牛脂で 得られた結果の確認と疑問点 の解 決を 試みた。

【方法 】皮脂汚れ のﾓ ﾃﾞﾙ には試験用牛脂 と精製7ｰ ﾄﾞを2:1 の割合（重量比）で混合し たもの

（混合 脂）を用い た。試験布には綿ｶﾅｷﾝ（Co  布）と*･ﾘｪｽﾃﾙﾓｽﾘﾝ （Pe 布）を精製して用いた。汚

染布は，前報と同様の方 法で 作製し た。ｴｲ ｼﾞﾝ ｸﾞは恒 温恒湿 器（LHL-112T 及びLHL-112M,   ﾀﾊﾞ

ｲｪｽ ﾍﾟﾂｸ ）中で, 40℃50%RH および90%RH で行った。ｴｲ ｼﾞﾝ ｸﾞ後の 汚染布 上の混合脂の自動酸

化 の程 度は，抽出後，過酸化 物価（Pv ）とｶﾙ 水゙ ﾆﾙ価（cv ）から推 定し た。一方，ｴｲｼﾞﾝ ｸﾞ後 の混合

脂 の洗浄 による除去率は，恒温振畳 機を用いて40 ℃ の0.2%LAs  溶液中で汚染布を洗浄し ，

洗浄布 に残 留し た混合脂の量をGLC で定量して求 めた。

【 結果 】①布 帛上の混合脂 のPV･cv は■ Pe 布 に比べ てco 布の方 が短いｴｲ ｼﾞﾝ ｸﾞ日数で増加

を 始めた。 ②自 動酸化 に対す る湿 度の影 響は，い ず れの 試 験布 におい て もSO%RH より も

90%RH の方 が顕著 であっ た。 ③洗浄による混合脂汚 れの除 去率は, Co 布におい てはｴｲ ｼﾞﾝ ｸﾞ

開始後 ５日間で低下し，それ以降は, 50%RH で はほとんど変化がみられな かった が, 90%RH で

は さらに低下した。５日目ま での低下率は, 90%RH の方 が大であった。 一方, Pe 布 ではｴｲ ｼﾞ

ﾝｸﾞ期間を通して低い 値で推 移し，ほとんど変化が見 られな かっ た。
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